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論文内容の要旨
地下水シミュレーションは地下水盆の管理を行うための重要な手段であり，その結果は，地下水障害を
解決したり，地下水資源を有効に利用するための判断材料として用いられるc地下水シミュレーション技
術は1960年代からコンピュータ技術の進歩とともに発展してきた。最近のシミュレーションプログラムは，
三次元地下水流動も扱うことができ，樟々の境界条件や帯水層の性質を考慮できるが，実際にはそれだけ
の入力データを準備することは難しい。とくに，最近になって地下水障害が発生している地域では，基木
忠jな水文地質学的データが不足していることも多L、
そこで，本研究では，既存の井戸記録や水文地質学的データをもとに帯水層係数を推定する方法を.地
盤沈ト問題が深刻なタイのバンコク地下水盆を例にして検討した。まず，コアボーリングやコア分析等を
もとに，地下地質層序を詳細に検討した。それをもとに，基本的なノk文地質区分を確立し.その区分を信
頼できる観測井記録をもとにバンコク地下水盆全域に追跡した。そして，帯水層ユニットごとの構造岡や
層相図を作成した。一方，それぞれの帯水層係数のもつ物理的忘昧を再確認し，それらの値が地質条件に
よりどのように規制されるかを検討した。
地下ノk流動を規制する透水量係数を求めるために. 一般の井戸記録から水文地質区分ごとに比湧出量を
算出しそれから見かけの透水量係数を求めた。つぎに，各井戸のスクリーンの長吉をもとに帯水層部分
の透水係数を求めた。これに.層相図から求めた市水層ユニットごとの齢、相・醸相の層停を乗じて.帯水
層区分ごとの透水量係数を算出した。また，貯留係数や漏水係数についても，帯水磨区分にもとづきバラ
メータ値を推定した。
これらの帯水層係数を三次元モデルや断面二次元モテ'ルに入力して検証計算を実施した。その結束，不
確実なパラメータを一部修正するだけでモデル計算値は実測値を再現することができたc このように，水
文地質区分を確実におこない，それにもとづいて既存データを有効に活用すれば，精度良く帯水層パラメー
タを推定することができる。本研究による実用的バラメータ推定方法は，他地域の地下水盆管理にも大い
に役.立っと期待される。
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論文審査の結果の要旨
地下水を佐胎する帯水層やそれに圧力を及ぼす加圧層の地下水に関するパラメーターは.般に井戸の
揚水試験結果を解析して求められ，地下水収支のシミ A レーションに適用されている。しかし実際のシ
ミュレーションでは計算の過程でこれらのバラメーターは内挿検定によって計調IJ値から離れた数値に訂正
されてしまう。複数のパラメーターが同時に変えられてしまうために，結果的にはシミュレーションによ
る地下水流動は過去の動きと一致するものの，用いられた側々のパラメーターは実際のものとかけ離れた
ものとなる。そこで，筆者はこれらのパラメーターが地層に特有の性質であることから，地層そのものに
着目して地下水シミュレーションにそのまま適用できるノfラメーターを推定する方法を考察した。
パラメーターのうち地卜水収支に大きく影響する透水量係数を見積るために，筆者はまず多数のボーリ
ングコアを用いて詳細な地下地質層序を催立したc ついで，地層の連続性やその堆積環境などから帯水層
単元区分をなしそれらの帯水層単元ごとに多数の井戸の比湧11量を算定した。この比湧出量は揚水試験
から得られた透水量係数と良い相関を示すことから， これを聞いて揚水試験を実施していない井戸の帯水
層単元の透水量係数を推定した。帯水層単元ごとの構造図や層相図から，帯水層単元内の帯水層および加
J~層の透水係数，貯留係数および・漏水係数を算定したo
方ー. これらパラメーター値の妥当性を検討するために.それぞ.れのパラメーター値のもつ物理的内容
を検討しそれらが地質条件によってどのように規制されているかを考察した。その結果，当初予測され
たように， これらの値は地層に特有の性質であることを確認した。したがって，これらの値をシミュレー
ションの過程で調整してしまうことは，実際の地下水の動きを正しく反映していないことになる。著者は
実際に，上述の方法で推定したパラメーター値を用いてパンコック地下水盆の地下水収支を計算した結果
は実測値に近いものになったc
以上のように.本論文は水文地質区分を確実に行ない，それにもとづいて既存データを有効に活用する
ことによって，精度良く地ド水収支シミュレーションのパラメーターを推定できる方法を確立し.7.k理地
質学の分野での発展に寄与する成果を得ており，博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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